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　秩父夜祭（埼玉県秩父市）　

冬の夜に輝く秩父人の思い


国 際 観 光
ホテル整備法

制
度
の
見
直
し
検
討

観
光
庁
　

自
民
調
査
会
の
提
言
受
け

仲
介
業
者
取
り
扱
い

物
件
数
が

％
減
に

観
光
庁
集
計

５
月
訪
日
客
は


％
減
１
万
人

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

ホ
テ
ル
の
能
力
評
価
制
度
紹
介

Ｊ
Ｌ
Ｍ
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｄ
Ａ
の
高
久
氏
を
講
師
に

ス
タ
ー
マ
イ
ン
に

向
か
っ
て
団
子
坂

を
上
る
中
近
笠
鉾

な
か
ち
か
か
さ
ぼ
こ

　
埼
玉
県
の
秩
父
地
域
は
祭

り
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
数
は

年
間
で
４
０
０
に
も
上
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表

的
な
祭
り
が
毎
年

月
２
、

３
日
に
行
わ
れ
る
「
秩
父
夜

祭
」
だ
。
美
し
く
壮
麗
な
山

車
と
、
冬
の
夜
空
に
上
が
る

盛
大
な
花
火
で
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
の
祭
り
は
武
甲
山
と
の

関
わ
り
が
深
い
。
秩
父
神
社

で
は
、
武
甲
山
か
ら
の
恵
み

の
水
を
迎
え
入
れ
る
春
祭
り

「
御
田
植
祭
」
が
あ
り
、
そ

の
水
が
も
た
ら
し
た
秋
の
実

り
に
感
謝
し
、
武
甲
山
へ
返

礼
す
る
の
が
冬
の

例
大
祭
「
秩
父
夜

祭
」
だ
。
ま
た
、

武
甲
山
に
す
む
男

神
（
龍
神
）
と
、

秩
父
神
社
の
女
神

（
妙
見
様
）
が
年

に
一
度
の
逢
瀬
を

楽
し
む
一
夜
と
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
言
い
伝
え

が
あ
る
。

　
３
日
大
祭
の
日
の
夕
方
、

秩
父
神
社
か
ら
神
幸
行
列
を

先
頭
に
、
６
基
の
山
車
が
武

甲
山
の
方
角
に
あ
る
御
旅

所
、
通
称
「
お
山
」
へ
と
向

か
う
。
そ
の
お
山
の
手
前
に

は
難
所「
団
子
坂
」が
あ
り
、

勇
壮
な
屋
台
囃
子

ば
や
し

の
太
鼓
を

と
ど
ろ
か
せ
な
が
ら
、

㌧

を
超
え
る
山
車
が
、
大
勢
の

曳
き
子
の
手
で
引
き
上
げ
ら

れ
る
。

　
山
車
の
先
頭
に
乗
る「
囃

子
手
」は
一
生
に
一
度
き
り

と
さ
れ
る
選
ば
れ
し
大
役

だ
。「
ほ
ー
り
ゃ
い
！
」と
い

う
独
特
な
掛
け
声
は
団
子
坂

で
一
層
の
力
が
こ
も
り
、晴

れ
舞
台
の
こ
の
瞬
間
に
涙
を

こ
ぼ
す
囃
子
手
も
多
い
。そ

し
て
山
車
の
団
子
坂
引
き
上

げ
と
同
時
に
夜
空
の
花
火
も

高
揚
し
、祭
り
は
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

　
全
て
の
山
車
が
お
山
に
そ

ろ
う
の
は
午
後

時
ご
ろ
。

無
事
、武
甲
山
に
ご
あ
い
さ

つ
を
終
え
た
氏
子
た
ち
の
顔

に
安
堵
の
表
情
が
浮
か
ぶ
。

祭
り
は
夜
通
し
続
き
、屋
台

囃
子
が
鳴
り
や
む
の
は
翌
日

の
明
け
方
だ
。

　
秩
父
で
は

月
２
、３
日

は
休
み
と
な
る
学
校
や
会
社

が
多
く
、こ
の
地
を
離
れ
た

者
も
祭
り
を
理
由
に
帰
省
す

る
そ
う
だ
。ま
さ
に「
祭
日
」

だ
。こ
の
よ
う
な
故
郷
が
あ

る
の
は
う
ら
や
ま
し
い
。

　
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
か

つ
て
は「
埼
玉
の
チ
ベ
ッ
ト
」

な
ど
と
や
ゆ
さ
れ
た
秩
父
だ

が
、
西
武
秩
父
線
の
開
通
や

道
路
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
土

地
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が

収
束
し
た
暁あ

か
つ
き

に
は
訪
れ
た

い
祭
り
の
一
つ
と
し
て
心
に

と
ど
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
お
祭
り
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

ァ
ー
・
古
川
な
ら
い
）

　
▽
オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
は

日
本
初
の
祭
り
サ
ポ
ー
ト
専

門
会
社
。omatsurijapan.com

（８）第３０８５号 第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）６月２６日（土曜日）

蒲田駅から徒歩２分の日本工学院専門学校
蒲田キャンパス
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実
習
室

　観光分野は、現在、コロナ禍で需要が縮小しているものの、国策による観光
立国推進の追い風を受け、今後も市場の拡大が見込まれるのは間違いないだろ
う。だが、観光業界が着実に発展していくためにはいくつかの課題を解決する
必要がある。その一つが人材の育成、確保だ。特に若者の活躍がなければ、企
業や組織が活性化していかない。今回の観光業界向け特集のテーマは「観光系
学部を持つ大学・専門学校」。明日の人材を輩出する７校を紹介する。

　
観
光
庁
は
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者
に
意
見
を
聞
く
な
ど
、
制
度
の
今
後
の
在
り
方

を
探
っ
て
い
る
。
国
際
観
光
の
振
興
を
目
的
に
１
９
４
９
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入

れ
に
向
け
て
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
整
備
を
促
進
す
る
登
録
制
度
が
あ
る
が
、
今
年
５
月
に
は
自
民
党
観
光
立
国
調
査
会

か
ら
、
現
状
に
即
し
た
登
録
基
準
に
見
直
す
よ
う
提
言
さ
れ
た
。
宿
泊
施
設
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
巡
る
状
況
の
変
化

を
踏
ま
え
、
観
光
業
界
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

観
光
庁
の
蒲
生
長
官
（

日
の
会
見
）

　
日
本
工
学
院
専
門
学
校
は

昨
年
４
月
、
東
京
・
蒲
田
キ

ャ
ン
パ
ス
に
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

科
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
を
新
設
し

た
。
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
×

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
」
を
教
育
の
柱

に
、
ホ
テ
ル
業
界
が
、
求
め

る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　
「
ホ
テ
ル
の
仕
事
の
や
り

が
い
は
、
人
や
社
会
に
貢
献

で
き
る
こ
と
。
お
客
さ
ま
の

喜
び
を
日
々
実
感
で
き
る
仕

事
で
す
。
そ
し
て
時
代
や
人

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
も
の

が
変
化
し
ま
す
の
で
、
ゴ
ー

ル
が
な
い
と
い
う
の
も
魅
力

で
す
」。星
野
リ
ゾ
ー
ト
出
身

で
、
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
専
任
教

員
の
遠
藤
麻
由
教
師
は
、
ホ

テ
ル
業
の
魅
力
に
つ
い
て
こ

う
語
る
。
「
ホ
テ
ル
コ
ー
ス

で
は
、
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
に

必
要
な
ス
キ
ル
と
と
も
に
、

簿
記
や
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

な
ど
の
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

ス
キ
ル
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
、

そ
し
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や

人
間
力
を
高
め
る
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
幅
広
く
用
意

し
て
い
ま
す
」（
同
教
師
）。

　
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
の
特
徴
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
産
学
連
携
・

地
域
連
携
を
中
心
と
し
た
体

験
型
教
育
。
Ｉ
Ｔ
化
が
進
む

ホ
テ
ル
の
現
場
に
お
い
て
、

シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
せ
る

人
材
育
成
を
行
う
と
共
に
、

企
画
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

向
上
の
た
め
、
企
業
や
行
政

と
の
連
携
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
他
学
科
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
授
業

を
行
う
こ
と
で
多
角
的
視
野

も
養
っ
て
い
る
。

　
同
コ
ー
ス
で
は
、
今
年
４

月
か
ら
星
野
リ
ゾ
ー
ト
と
の

教
育
連
携
を
開
始
。
同
社
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
講
義
、
全
国

の
同
社
の
施
設
で
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、
星
野

佳
路
代
表
ら
に
よ
る
特
別
講

義
に
加
え
て
、
卒
業
制
作
の

指
導
協
力
、
就
職
サ
ポ
ー
ト

な
ど
も
受
け
る
。

　
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が
専
門
学

校
と
の
教
育
連
携
を
行
う
の

は
今
回
が
初
め
て
。
星
野
代

表
は
観
光
業
を
目
指
す
学
生

た
ち
へ
次
の
よ
う
に
エ
ー
ル

を
送
る
。
「
『
観
光
』
に
は

座
学
で
学
ぶ
こ
と
だ
け
で
な

く
、
現
地
に
行
か
な
い
と
学

べ
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
も
日
本
工

学
院
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
ホ
テ

ル
コ
ー
ス
講
師
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
現
場
で
の
経
験
と

実
践
を
共
に
皆
さ
ん
に
伝
え

て
い
き
ま
す
。
『
観
光
の
仕

事
』
は
、
決
し
て
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

皆
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
観
光
産

業
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
た

だ
い
て
、
実
力
を
付
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
一
生
懸
命
学

び
、
日
本
の
観
光
産
業
を
牽

引
す
る
大
事
な
観
光
人
材
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
。

　
日
本
工
学
院
専
門
学
校

（
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
は
、

学
校
法
人
片
柳
学
園
が
運

営
。
同
学
園
は
他
に
、
日
本

工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
、

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
、
さ
ら
に
東
京
工
科
大
学

・
大
学
院
・
附
属
日
本
語
学

校
・
片
柳
研
究
所
も
擁
す
る

教
育
機
関
だ
。
東
京
都
大
田

区
蒲
田
で
１
９
４
７
年
に
設

立
。
そ
の
後
、
日
本
テ
レ
ビ

技
術
専
門
学
校
、
日
本
電
子

工
学
院
と
名
称
を
変
え
、
産

業
界
の
要
請
に
応
え
る
技
術

者
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
２

０
１
０
年
に
蒲
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
新
校
舎
が
完
成
。

年

に
は
４
千
人
収
容
の
舞
台
付

き
地
下
多
目
的
ホ
ー
ル
「
片

柳
ア
リ
ー
ナ
」も
完
成
し
た
。

同
学
園
の
卒
業
生
総
数
は


万
人
以
上
に
達
す
る
。

　
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊

法
）
に
登
録
し
て
い
る
住
宅

宿
泊
仲
介
業
者
な
ど
が
取
り

扱
っ
て
い
る
民
泊
、
旅
館
・

ホ
テ
ル
な
ど
の
延
べ
物
件
数

は
、
２
０
２
１
年
３
月
末
時

点
で

万
２
８
７
８
件
と
な

っ
た
。
観
光
庁
が
５
月

日

に
発
表
し
た
集
計
結
果
。


年
６
月
の
民
泊
法
施
行
以

来
、増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
影
響
し
た
と
み

ら
れ
、
取
り
扱
い
物
件
数
は


年
３
月
末
時
点
に
比
べ
て


・
８
％
減
少
し
た
。

　
調
査
対
象
の
住
宅
宿
泊
仲

介
業
者
な
ど
は
計

社
。
こ

の
う
ち
民
泊
仲
介
サ
イ
ト
な

ど
を
運
営
す
る
住
宅
宿
泊
仲

介
業
者
と
し
て
国
内
事
業
者

が

社
、
海
外
事
業
者
が


社
。
こ
の
他
に
民
泊
法
の
届

け
出
住
宅
を
取
り
扱
っ
て
い

る
旅
行
業
者
が
６
社
。
集
計

し
た
物
件
数
は
延
べ
数
で
、

複
数
の
業
者
で
取
り
扱
う
物

件
は
重
複
し
て
数
え
て
い

る
。

　
今
年
３
月
末
時
点
の
取
り

扱
い
物
件
数
の
内
訳
は
、
民

泊
法
に
基
づ
く
届
け
出
住
宅

３
万
７
６
７
９
件
▽
旅
館
業

法
に
基
づ
く
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

簡
易
宿
所
６
万
２
６
３
件
▽

特
区
民
泊
の
認
定
施
設
１
万

４
７
８
７
件
▽
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
（
イ
ベ
ン
ト
民

泊
）
４
件
▽
そ
の
他
（
短
期

賃
貸
借
物
件
な
ど
）
１
４
５

件
。

　
取
り
扱
い
物
件
数
は
、
民

泊
法
施
行
日
の

年
６
月


日
時
点
で
２
万
４
９
３
８
件

だ
っ
た
が
、
増
加
が
続
き
、


年
３
月
末
時
点
で

万
９

４
４
６
件
に
達
し
た
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
が
影
響
し
た

と
み
ら
れ
、

年
９
月
末
時

点
で
は

万
８
０
９
９
件
と

減
少
に
転
じ
て
い
た
。

　
取
り
扱
い
物
件
数
の
う

ち
、
民
泊
法
の
届
け
出
住
宅

数
も
、

年
３
月
末
時
点
で

は
過
去
最
高
の
４
万
５
０
８

３
件
に
達
し
た
が
、

年
９

月
に
は
４
万
４
１
３
４
件
と

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
た
。

　
観
光
庁
は
、
住
宅
宿
泊
仲

介
業
者
な
ど
に
提
出
さ
せ
た

取
り
扱
い
物
件
と
、
民
泊
法

の
届
け
出
住
宅
や
旅
館
業
法

の
営
業
許
可
施
設
な
ど
の
デ

ー
タ
を
照
合
し
、
違
法
な
民

泊
物
件
の
排
除
な
ど
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
国
家
検
定
試
験
「
ホ
テ
ル

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能
検
定

試
験
」
を
運
営
す
る
日
本
宿

泊
産
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能

協
会
（
Ｊ
Ｌ
Ｍ
、
作
古
貞
義

理
事
長
）
は

日
、
第
５
回

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
講
座
「
ホ
テ
ル
業
界

に
お
け
る
職
業
能
力
評
価
制

度
～『
職
業
能
力
評
価
基
準
』

を
中
心
に
～
」を
実
施
し
た
。

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｄ
Ａ
）
能
力
開

発
支
援
部
教
育
訓
練
支
援
課

長
の
高
久
訓
一
氏
が
講
師
を

務
め
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｄ
Ａ
は
、
１
９

７
９
年
に
職
業
能
力
開
発
促

進
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ

た
組
織
で
、
厚
生
労
働
省
人

材
開
発
統
括
官
の
所
管
。
職

業
能
力
の
専
門
機
関
と
し
て

「
能
力
評
価
・
キ
ャ
リ
ア
経

営
支
援
を
通
じ
た
職
業
キ
ャ

リ
ア
の
持
続
的
発
展
」
に
寄

与
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
も
の
づ
く
り
基
盤

強
化
の
た
め
の
「
技
能
五
輪

全
国
大
会
」
「
技
能
検
定
」

の
実
施
は
、
そ
の
活
動
の
中

で
も
特
に
有
名
。

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
々

の
有
す
る
技
能
を
一
定
の
基

準
に
よ
り
検
定
し
、
国
と
し

て
証
明
す
る
国
家
検
定
制

度
。
も
の
づ
く
り
を
中
心
に

１
１
１
の
職
種
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
Ｖ
Ａ
Ｄ
Ａ
が
試
験
問
題
を

作
成
し
、
都
道
府
県
職
業
能

力
開
発
協
会
が
検
定
を
実
施

し
て
い
る
。

　
「
ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
職
種
に
つ
い
て
は
、
指

定
試
験
機
関
（
民
間
機
関
）

で
あ
る
日
本
宿
泊
産
業
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
技
能
協
会
が
、
ホ

テ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能

検
定
を
２
０
１
９
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　
宿
泊
業
の
「
職
業
能
力
評

価
基
準
」
は
、
ホ
テ
ル
業
が


年
９
月
、
旅
館
業
が

年


月
に
完
成
。
厚
労
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
職
業
能
力

評
価
シ
ー
ト
」
と
合
わ
せ
て

無
料
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

年
の
ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
技
能
検
定
試
験
は
、

学
科
試
験
を
９
月

日
、
実

技
試
験
を

月
５
日
に
実
施

す
る
。
学
科
試
験
の
申
し
込

み
期
間
は
６
月

日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

　
高
久
氏
は
、
社
会
基
盤
と

し
て
の
職
業
能
力
評
価
基
準

整
備
の
目
的
に
つ
い
て
「
内

部
・
外
部
労
働
市
場
で
活
用

で
き
る
よ
う
幅
広
い
職
種
を

対
象
と
し
て
汎
用
性
の
あ
る

業
界
横
断
的
な
職
業
能
力
評

価
基
準
を
策
定
す
る
こ
と

で
、
『
能
力
が
見
え
る
』
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
る
」
と

強
調
。
そ
の
上
で
、
職
業
能

力
評
価
基
準
の
企
業
側
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
①
従
業
員
に

求
め
る
能
力
要
件
を
具
体
的

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
②
従

業
員
が
納
得
で
き
る
公
正
か

つ
客
観
的
な
人
事
評
価
制
度

を
構
築
で
き
る
③
従
業
員
の

能
力
を
客
観
的
に
把
握
し
効

果
的
に
人
材
育
成
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
―
を
挙
げ
た
。

一
方
、
労
働
者
側
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
①
自
身
の
能

力
を
客
観
的
に
把
握
で
き
る

②
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
す
れ

ば
評
価
さ
れ
る
の
か
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
③
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
目
標
・
指
針

に
活
用
で
き
る
―
と
し
た
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
が

日
に
発
表
し
た

推
計
値
で
、
２
０
２
１
年
５

月
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
１
万
人
と
な
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前
の


年
同
月
比
で

・
６
％
減

だ
っ
た
。

　
国
・
地
域
別
の
訪
日
旅
行

者
数
は
、
中
国
が
１
８
０
０

人
、韓
国
と
米
国
が
各
千
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
６
０
０
人
、

イ
ン
ド
が
５
０
０
人
、
ベ
ト

ナ
ム
が
４
０
０
人
、
台
湾
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
各
３
０
０

人
な
ど
。

　

年
１
～
５
月
累
計
の
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
は
８
万

７
１
０
０
人
。

年
同
期
比

で

・
４
％
減
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
発
表

し
た
推
計
値
で

年
５
月
の

出
国
日
本
人
数
は
、

年
同

月
比

・
９
％
減
の
３
万
１

０
０
人
。

年
１
～
５
月
累

計
の
出
国
日
本
人
数
は
、


年
同
期
比
で

・
９
％
減
の


万
８
４
０
０
人
と
な
っ

た
。

　
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法

に
は
、
外
国
人
旅
行
者
に
適

し
た
宿
泊
施
設
と
し
て
登
録

で
き
る
制
度
が
あ
り
、旅
館
、

ホ
テ
ル
そ
れ
ぞ
れ
に
、
客
室

や
ロ
ビ
ー
、
内
装
な
ど
の
施

設
面
、
外
客
接
遇
主
任
者
の

選
任
な
ど
接
遇
面
に
関
す
る

登
録
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
５
月
末
時
点
の
登
録
施

設
数
は
、旅
館
１
３
９
１
軒
、

ホ
テ
ル
９
３
８
軒
の
計
２
３

２
９
軒
。

　
戦
後
の
外
国
人
旅
行
者
の

受
け
入
れ
、
宿
泊
施
設
の
施

設
水
準
の
引
き
上
げ
な
ど
に

成
果
を
上
げ
た
が
、
施
行
か

ら
約

年
が
過
ぎ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
振
興
へ
の
実
効
性
の

低
さ
、
制
度
の
形
が
い
化
な

ど
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
観
光
分
野
の
法
制
度

を
検
討
し
て
い
た
自
民
党
観

光
立
国
調
査
会
も
、
検
討
対

象
の
一
つ
に
国
際
観
光
ホ
テ

ル
整
備
法
を
取
り
上
げ
た
。

　
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法

の
現
状
に
つ
い
て
、
観
光
庁

の
蒲
生
篤
実
長
官
は

日
の

専
門
紙
会
見
で
、
「
国
際
的

な
ホ
テ
ル
を
つ
く
る
と
い
う

観
点
か
ら
一
定
の
機
能
を
果

た
し
て
き
た
。
た
だ
、
外
国

の
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
は
、

富
裕
層
な
ど
を

含
め
て
多
様
化

し
て
い
る
。
今

の
仕
組
み
、
制

度
を
ど
う
見
る

か
、
学
識
経
験

者
か
ら
い
ろ
い

ろ
話
を
う
か
が

っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
関
係
業
界
と
も
意

見
交
換
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
具
体
的
な
論
点
、
検
討
の

方
向
性
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
は
未
定
だ
が
、
議
論
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
蒲
生
長
官
は

「
実
際
に
利
用
す
る
外
国
の

お
客
さ
ま
の
声
も
重
要
だ
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
く
。
今
の
時
代
、
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
な
ど
は
ネ
ッ
ト

上
に
も
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
国
が
や
る
制
度
と
し

て
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
広

く
意
見
を
聞
い
て
い
き
た

い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
登
録
施
設
に
は
、
当
初
さ

ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
が
実
施

さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
実

質
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
地
方
税
の
不
均
一
課
税

が
挙
げ
ら
れ
る
。
観
光
庁
に

よ
る
と
、古
い
デ
ー
タ
だ
が
、

２
０
１
８
年

月
時
点
で
固

定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を
実

施
し
て
い
た
の
は
２
４
８
市

町
村
。
こ
の
ほ
か
、
一
般
に

「
政
府
登
録
旅
館
」
「
政
府

登
録
ホ
テ
ル
」
と
し
て
浸
透

す
る
な
ど
、
登
録
施
設
と
し

て
の
ブ
ラ
ン
ド
に
制
度
の
価

値
を
置
く
宿
泊
事
業
者
も
少

な
く
な
い
。
　
【
向
野
悟
】


